
令和5年3月6日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：
60%
未満

Ｄ目標設定・実践・振り返りのプロセスを記
録した「キャリアパスポート」を作成し、新
たな目標に向かってチャレンジする力を育
成する。

4

3

７０．７％であった。昨年と比較す
ると１０．３％下回った。
●校長が変わり、基本的には前年度
の踏襲で学校経営を行ったため、保
護者にとって目新しさは感じられな
かったことが評価に表れている。
●学校評価アンケート実施前に、学校
の特色や今年度の教育活動につい
て、保護者が評価しやすいように情報
を提供していく。
〇ホームページは週に３回のペース
で更新することができ、教育活動の特
色を保護者や地域に発信することが
できた。保護者から「楽しみにしていま
す。」との声もいただけた。
〇令和５年度は「『明日も行こう』と思
える楽しい学校」を目指して、➀児童
の自主性や自己有用感を育てる特別
活動の校内研究　②体力向上に向け
た朝のフリー・ジョイ・ランニング　③自
分たちで考えて実践する環境教育「お
なづかSDGs」　等の新たな取組によ
り、特色ある教育活動を行っていきた
い。

Ａ 4

◆良いと思われる所は、積極的に取り組んでいると思います。
◆ホームページで、子どもたちの頑張った様子や楽しく活動し
ていることがすぐに分かり、良いと思います。
◆自己評価で「２」の項目があった。体験活動、理科授業等の
改善をお願いいたします。
◆学校の特色をどう出すのでしょうか。
◆コロナ禍が続く今年度は、まだまだ通常の教育活動は難し
く、体験活動が少ないのは、やむを得なかったと思う。代わりに
ICTを活用して学びを深める工夫をしたことは有難い。現場はお
忙しいことと思うが、振り返りの作業を蓄積し次の実践に生か
す取組は、効果的な指導法の共有にもなり良いと思う。
◆昨年と比較すると下回ったとのこと。今年度の教育につい
て、保護者評価しやすいように情報提供をする手だては、良い
ことだと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2 ３：
70%
以上

Ｂ 4

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
ど
も
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

保護者アンケート
で「学校は、特色
ある教育活動が
行われている」に

肯定的な回答

４：
80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

８１．４％であった。昨年よりも
１％
とわずかではあるが上回った。
〇「withコロナ」が提着し、制約はあり
つつも様々な行事や取組ができるよう
になった。児童の主体的な活動が増
えたことにより、達成感や自己有用感
を感じられるようになったことがこの評
価に表れている。
〇いじめ防止基本方針に書かれてい
る、いじめの定義や組織的な対応等
の内容を、学校長と生活指導主任が
教職員に周知徹底した。
〇児童アンケートの「友達と仲良くし、
大切にしている。」の評価項目は、肯
定的評価が９４%であった。道徳教育
や人権教育の成果である。
●道徳教育研修を受けてきた教員
が、全教員へ伝達する機会が設けら
れなかった。教員の指導力向上のた
めに、OJT研修の場で伝達できるよう
にする。

3

3

4

4

８９．３％であった。昨年と比較す
ると５．４％下回った。
●保護者アンケートの自由記述には、
「マスクをさせないでほしい」「黙食は
やめさせてほしい」「学校公開や行事
の保護者人数制限はなくしてほしい」
という意見が多数あった。区のガイド
ラインに則って学習環境を整えている
が、保護者の意向に沿えていないこと
があるので、肯定的評価が下がったと
考えられる。今後、区のガイドラインや
他校の動向も考慮しながら、コロナ対
策について検討を重ねていく。
〇授業改善や「凡事徹底」について、
教職員の意識は高い。校内OJTのみ
ならず自主的な研修も行えており、こ
の取組が授業力向上や当たり前のこ
とを徹底して行うことにつながってい
る。

３：
70%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

3

4

3

3

4

3

4

3

１：
60%
未満

◆とても評価できます。いじめ対策は先生方に負担がかかりま
すが、成果は出ていると思います。
◆子どもたちに自己肯定感は、かなり定着しているように思い
ます。引き続き個性を認める指導をお願いします。
◆コロナ禍の影響もあってか、不登校問題は各所で多く見られ
るようになっていると感じる。教員だけでなく、友達からの「見ら
れ方」も重きがおかれる年代だと思うので、一人の課題をクラス
の課題と捉え、友達との関わりを充実させる指導が行われてい
ることは、継続していただきたいと思います。
◆考えること、想像することが、良く児童ができているのが垣間
見えました。
◆登校時、見守りでほとんどのお子さんは元気に挨拶して行
き、こちらも嬉しくなります。でもやはり何人か気になるお子さん
がいます。先生にうかがったら、しっかり把握なさていたので安
心しました。
◆何事においても、まずは挨拶からです。朝の登校時でも、挨
拶ができない児童もだいぶいます。道徳教育などでまず挨拶の
指導をすることによって、人との接し方も良くなっていくのではな
いでしょうか。

◆運動・体力の向上を期待しています。
◆スポーツ、運動が純粋に楽しいと感じられるよう、子どもを暖
かく見守ってください。
◆全教員で取り組むようにしましょう。
◆体を動かすという意識が低く、上手に動かせない子どもが増
えているように感じる。トップダウンではなく、一人ひとりに目標
があり取組につなげる指導は効果的なのだと感じた。食事に関
する指導と家庭との連携については、次年度に期待したい。
◆運動会は、子どもたちの頑張る姿が見られてとても楽しいで
す。コロナで保護者の方の制限がされて残念です。外なので、
もう少し多くてもよいのでは。
◆体を動かす楽しさや努力の成果が実感できるように、工夫し
てもらいたい。

◆高い水準で肯定的な評価が続いていると思います。
◆区のガイドラインの説明が保護者に周知されていないのでは
ないか。
◆校内研修や日々の授業の振り返りと改善が、学級・学校運
営の安定につながることを感じた。コロナ対策については、ます
ます個人差が大きくなるので、保護者への対応は配慮が必要
だと思う。
◆マスクの問題は、時間的解決しかなく仕方ありません。

4

3

◆学力向上の努力がうかがわれます。
◆小学校での学びは、将来の学力の基礎になるので、指導法
を工夫して勉強嫌いな子をつくらないよう努めてください。
◆今の状態を続けてください。
◆家庭学習に個人差がある中、学力の定着が達成され、児童
のアンケートでも高評価であったことは、日々の指導の賜であ
ると感じます。
◆一人ひとりの学習のつまずきや学習方法について指導する
ということは、落ちこぼれがなくなるということにつながるのでは
ないでしょうか。

昨年度より１%下回ったが、
９２．４％と高評価であった。
〇校内研究の算数科を中心に、基礎
基本の定着を目標に授業改善を行っ
た。「知識・理解」の評価観点で、８割
の児童が８０点以上取れることを目指
し、ほとんどの学級で達成できたこと
が、この評価につながっている。
〇タブレット端末活用率、区内４２位が
１４位にまで上がり、積極的に授業や
家庭学習で活用できている。このこと
が意欲の向上や基礎基本の定着につ
ながった。
●大田区学習効果測定で、特定の学
年の学力がかなり低いことが明らかに
なった。今後も基礎基本の定着を図る
ために、補習の徹底や授業改善プラ
ンの活用をしていく。
●補習は行っているが学習補助員は
入っていなかったので、３学期から学
習補助員を入れてさらに手厚く補習を
実施する。

7

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

一人ひとりが目標を立てて、体力向上をね
らうように、マラソンタイムやなわとびカー
ドなどによる実践を行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を育成するために、児童のよ
い所を認め個性を伸長するような声掛け
や指導を行う。

児童が安全・
安心に学校
生活を送るた
めに、教員の
指導力向上
と良質な教育
環境をつくり
ます。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

落ち着いた学級・服務事故のない学校に
するために、当たり前のことを徹底して行
う「凡事徹底」を全教職員で実践する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

3

Ａ

児童一人ひと
りの学ぶ意欲
を高め、確か
な学力を定
着させます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

校内研究のテーマ副題「基礎基本の定着
を図る指導法の工夫」を意識して授業改
善に取り組む。

１：
60%
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

保護者と連携した学習、学校公開、保護者
会を実施し、家庭との連携の充実を図る。

4

4

２：
60%
以上

１：
60%
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
70%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

８７．８％であった。昨年度より０．
９％とわずかではあるが、上回っ
た。
〇週に３回はホームページを更新し、
積極的に学校の様子を公開すること
ができた。
〇地域教育連絡協議会において、児
童の学習状況や体力テストの傾向、
不登校児童の様子等、資料や口頭で
の説明を通して情報を提供することが
できた。
〇「with コロナ」が定着し、校外学習
への地域の方々のご協力・大田区伝
統工芸の会による出前授業・青少対と
PTAによるスポーツフェスタ等、地域
の方々と連携した教育活動を行うこと
ができた。
〇保幼との連携は、1年生との交流会
という形で行う。感染状況が悪化して
も中止にしないやり方で計画してい
る。中学校とも、見学会や授業体験が
実施できた。
●生活指導の情報交換は、週に1回
確実に行っているが、不登校等の
ケース会議の持ち方が曖昧だった。
月に１回の校内委員会時に情報交換
することを決め、10月から実施するこ

◆定期の地域教育連絡協議会の開催、ありがとうございます。
学校や子どもたちの様子がよく分かり助かります。
◆各地域や幼保との交流に対し、できる形で積極的に計画をた
てていただき、感謝しております。
◆「町たんけん」の付き添いをして、安全に気を配りながら子ど
もたちと楽しく触れ合うことができて嬉しく思いました。
◆学校と地域の連携や協力体制を、もっと深められると良いで
す。
◆コロナでの制限がなくなり、地域としても地域清掃などで、お
子さんとの関わりが増えると楽しいです。
◆コロナ禍の中で、学校に行く機会も少なくなっていましたが、
だんだん良くなりつつありますので、地域にも情報を提供してい
ただき連携をとっていただきたいと思います。
◆「勉強が楽しい」「運動が楽しい」「学校生活が楽しい」の標語
は、大いに賛成します。
◆一つお願いです。一度ホームページで登校時見守りのため、
土曜登校日予定を確認しようと思いましたが、掲載されていま
せんでした。掲載をお願いしたいです。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

5

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

生活指導の情報交換、不登校対策、自殺
予防のために学期１回以上ケース会議を
開き児童を支援する。

学校関係者記入欄

5

3

令和４年度　大田区立おなづか小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇児童数４５３名（９月１日現在）　学級数１５学級　サポートルーム拠点校
〇学校全体は落ち着いた雰囲気である。
〇校内研究では「確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ児童の育成～基礎基本の定着を図る指導法の工夫～」というテーマを掲げ、算数科で取り組んでいる。
〇家庭学習の充実を図り、「家庭学習推進週間」を学期に1週間ずつ設けて取り組んでいる。

児童アンケートで
「自分にはよいと
ころがあると思い
ますか」に肯定的

な
回答

保護者アンケート
で「学校は、学校
行事などに地域
の協力を得てい
る」に肯定的な回

答

目標に対する成果指標

２：
60%
以上

４：
80%
以上

4

4

4

5

Ｂ

３：
70%
以上

２：
60%
以上

４：
80%
以上

４：
80%
以上

３：
70%
以上

２：
60%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

B

８６．９％であった。昨年度に比べ
て５．３％上回った。
〇児童一人ひとりにめあてを立てさせ、そ
れに向かって取り組ませることを全学級で
行った。児童に目標をもたせたことで、「体
を動かしている」という自覚がはっきりし、
肯定的な評価につながったと考えられる。
〇コロナの影響で休み時間のマラソンタイ
ム等はできなかったが、２学期から体育授
業時に全学級で持久走や縄跳びに取り組
み、すすんで体を動かす意欲の向上につな
がった。
●「早寝・早起き・朝ごはん」の取組につい
ては、アンケートを取るにとどまり、その
フィードバックが効果的ではなかった。次年
度、改善していく。
●季節や栄養を考えた素晴らしい給食で
あるにもかかわらず、「食育」と絡めた指導
を全教員ができてはいない。「食に関する
指導」の全体計画に沿って、意図的・計画
的に行っていく。また、そのための組織も構
築していく。

保護者アンケート
で「学校は、学習
環境が整ってい
る」に肯定的な

回答

児童アンケートで
「元気よく遊ぶな
ど、すすんで体を
動かしています
か」に肯定的な

回答

Ａ

児童アンケートで
「授業はよく分か
りますか」に肯定

的な回答

3

Ｃ

Ｄ

４：
80%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
80%
以上

Ｄ

３：
70%
以上


